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Ⅰ　課題設定
　本研究は，平成25年度に本学で新たに開講した必
修科目「教職実践演習」における取り組みと学生の学
びの状況を検討し，同科目及び本学教職課程の成果や
改善点を確認することを目的としている．
　教職実践演習は，平成18年の中央教育審議会答申
「今後の教員養成・免許制度の在り方について」にお
いて提言された科目である．当該科目の内容について
は，①教員として求められる使命感や責任感，教育的
愛情等に関する事項，②教員として求められる社会性
や対人関係能力に関する事項，③教員として求められ
る幼児児童生徒理解や学級経営等に関する事項，④教
員として求められる教科等の指導力に関する事項の４
点を扱うことが適当であるとしている．こうした内容
面の他に，科目の企画，立案，実施に当たっては常に
学校現場や教育委員会との緊密な連携協力に留意する
ことが示されている．また，当然ながら学生により学
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習状況が異なるため，課程認定大学においては，でき
る限り学生の状況等に合わせた学びを構成する必要が
ある．
　さらに，当該科目は教育職員免許法施行規則に定め
る教職に関する科目の中で第６欄（新設）に位置づけ
られているが，同法第６条における備考欄に示されて
いるように，教職に関する科目だけでなく教科に関す
る科目の履修状況を踏まえること（履修カルテの作成
と運用）が前提になっており，実施においても教科に
関する科目と教職に関する科目を担当する教員が内容
を協議することが必要になる．答申においてはこれら
の取り組みについて，「大学の学部段階の教職課程が，
教員として必要な資質能力を確実に身に付けさせるも
のとなるためには，何よりも大学自身の教職課程の改
善・充実に向けた主体的な取組が重要である」として
おり，「今後は，課程認定大学のすべての教員が教員
養成に携わっているという自覚を持ち，各大学の教員
養成に対する理念等に基づき指導を行うことにより，
大学全体としての組織的な指導体制を整備することが
重要である」と提言している．すなわち，同科目の設
置により４年間を見通した教職課程の運営・実施の見
直しが求められることになったのである．
　上記のような背景で設置された「教職実践演習」で
あるが，他大学の実践報告をみると多彩なグループワ
ークを活用した事例や授業研究協議会の形式を援用し
た事例などが報告されている（全国私立大学教職課程
研究連絡協議会，2014）．特に体験的なプログラムを
導入し学生を能動的に授業に参加させる仕掛けや企画
を行っている事例が多く見られる．このことから考察
すると，それぞれの大学が学生の特色を踏まえた上で，
教育理念や教員養成理念に照らし合わせながら実践と
検討を積み重ねることが必要である．
　これまで本学においては，国の定める教育理念を踏
まえた上で，学是「自律処行」に即しながら教員養成
政策の変化に対応してきた．この学是の「自律」とは，
「自己の志向や行為を道に照らし，我情，我欲，我見
による不正を制する」ことであり，「処行」は「事に
処するに徳を以てし，知性にかなう道を行う」ことを
意味するものである．この学是から，本学においては
学生の自律性を重んじた教職課程運営を行っている．
また，「教職実践演習」が提言される以前から全学教
職課程委員会を設置しており，その中で教科及び教職
に関する科目担当者の意見交換，連絡調整等を行って
きているため，経済学部・スポーツ学部教職担当教員
が連携する素地は形成されていた．履修カルテについ
ては，平成21年度に当時の教職担当教員が中心とな
り原案を作成し協議した上で，各学部において教科に
関する科目の担当教員にカルテの説明会を開き趣旨と
運用方法についての説明会を実施し同意を得，平成
22年度よりカルテの運用を開始した．この他教職実
践演習の実施に関しては教職課程委員会の中で実施案
を議論するとともに，全国私立大学教職課程研究連絡
協議会などの参加を通して情報収集などを行ってきた．
　本稿においては，教職課程運営の自己点検の意味を
含めて昨年度の教職実践演習の取り組みを振り返り，
本学教職課程が目指す教職観の実態について考察した
い．
　
Ⅱ　教育実習における学びの把握
１．アンケート調査の目的および調査対象
　「教職実践演習」実施前に教育実習における学びに
ついてのアンケートを実施した．これは，教育実習に
おいて学生が捉えた自己課題について把握し，学生の
現状とニーズに合致した教育内容を提供することを意
図したものである．調査対象者は平成25年度に教育
実習を行った本学の学生99名であり，記入ミスなど
を除いた96名（男性65名，女性31名）を分析対象と
した．
２．調査方法
　教職課程オリエンテーションの際に調査の目的と個
人情報の保護を明記したアンケート用紙を配布した．
後期に実習を行った学生は，実習から戻り次第教務課
でアンケートを配布し記入させた．
３．調査時期
　平成25年9月～平成26年1月
４．調査内容
１）教育実習の成果に関する項目
　実習で成長した能力として「教材研究をする能力」
「教科を教える能力」「指導案を作成する能力」「教科
に関する専門知識」「コミュニケーション能力」「自己
表現する能力」「困難な事態を処理する能力」「教師と
しての規範意識」「学級全体の生徒を指導する能力」「生
徒一人一人を指導する能力」「適切な板書をする能力」
「生徒の興味・関心をひく能力」「授業の流れに応じて
発問する能力」「適切な言葉遣いをする能力」「設定し
た時間通りに授業を進める能力」の15の力量を挙げ，
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それぞれがどの程度高まったのか，「とても高まった」
から「全く高まらなかった」までの５件法で評定を求
めた．質問項目は櫻田（2013）の調査を参考に作成
した．
２）自己課題
　自分自身への課題を発見したかに「はい」もしくは
「いいえ」で回答し，課題を発見した者についてはそ
の課題内容について自由記述で回答を求めた．
３）進路意識
　教育実習を終えた後の進路意識について選択で回答
を求めた．
５．アンケート結果
１）実習の成果
　各項目の評価点の平均値を算出した．実習経験を通
して成長を感じる技量として，平均値の高いものから
「コミュニケーション能力」「教師としての規範意識」
「教材を研究する能力」「教科を教える能力」であった．
これらの技量は実習という現場体験を経て成長を感じ
やすい項目である事が示された．一方で平均値の低い
ものは「適切な板書をする能力」「適切な言葉遣いを
する能力」「困難な事態を処理する能力」「授業の流れ
に応じて発問する能力」「生徒一人一人を指導する能
力」「指導案を作成する能力」であった．これらの技
量は実習という短期間では成長を感じにくい項目であ
り，現場に出るまでに補完が望まれる項目である．そ
れぞれの平均点と標準偏差をTable1に示す．
Table1 実習の成果に関する各項目の平均値および標
準偏差(N=96)
平均値 標準偏差
コミュニケーション能力 4.59 0.56 
教師としての規範意識 4.35 0.86 
教材を研究する能力 4.33 0.71 
教科を教える能力 4.23 0.75 
自己表現する能力 4.15 0.79 
生徒の興味関心をひく力 4.15 0.81 
教科に関する専門知識 4.13 0.85 
設定した時間通りに授業を進める力 4.11 0.75 
学級全体の生徒を指導する能力 4.10 0.89 
指導案を作成する能力 4.07 0.82 
生徒一人一人を指導する能力 4.06 0.78 
授業の流れに応じて発問する能力 4.05 0.82 
困難な事態を処理する能力 4.05 0.80 
適切な言葉遣いをする能力 3.94 0.91 
適切な板書をする能力 3.79 1.09 
２）自己課題
　自分自身への課題を発見した学生は86名であり，
分析対象者の89％であった．課題内容として，「知識」
を23名，「授業力」を15名，「教材研究能力」および「教
師としての立ち振る舞い」を９名，「学ぶ意欲や姿勢」
を５名，「板書する力」および「コミュニケーション
能力」を４名が挙げた．他の項目として「実技」や「言
葉使い」「生徒指導力」などそれぞれ３名以下の回答
が見られた．
３）進路意識
　教育職志望が49名（51％），民間企業が24名（25％），
進学が２名（２％），教育職以外の公務員が11名（11
％），自営業などのその他および未定が10名（11％）
であった．上記の民間企業や自営業には，教育関連の
企業やスポーツ指導者等の教育関連業種も含まれてい
る．
６．アンケート結果から教職実践演習へ
　教育実習を終え，さらに技量の向上が期待される項
目として「適切な板書をする能力」「適切な言葉遣い
をする能力」「困難な事態を処理する能力」「指導案を
作成する能力」等が示された．これらの技量はすべて，
授業を行うにあたっての実践力である．また，自己課
題として「教師としての立ち振る舞い」や「学ぶ意欲
や姿勢」という教師行動に関連する項目も多く挙げら
れており，板書や言葉遣いも含め，教員として身に付
けておくべき基本的技量を補完する必要性が示された．
これら技量は，自ら問題意識と探求心を持って学校現
場に出ることで養われるものであると考えられる．よ
って教職実践演習においては板書能力や指導案作成能
力など実践的な技量の向上を目指す内容とともに，自
ら動き自ら考え知識を得るという自発性を重視するプ
ログラムにより論理的思考と実践力の育成を狙うこと
も取り入れたい．
　また進路意識について検討すると，学生の進路希望
は様々であることが再確認された．よって授業を履修
するにあたって多様な進路意識を持つ学生に対し知的
好奇心を持たせ動機付けを丁寧に行う必要性が示され
た．
Ⅲ　教職実践演習実施概要
１）実施時期　平成25年9月～平成26年1月
２）対　　象　
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　2014年度に教育実習を行った本学４年生計96名（男
性65名，女性31名）を対象とした．学部内訳は，ス
ポーツ学部85名（男性59名，女性26名），経済学部11
名（男性６名，女性５名）であった．なお，スポーツ
学部では中学校および高校の保健体育科，経済学部で
は中学の社会科，高校の地理歴史科，公民科，情報科，
商業科の免許取得が可能である．
３）授業の概要
　授業内容をTable ２にまとめた．それぞれの授業内
容は以下の通りである．
　　　　　　　Table2 実践演習授業概要
回 テーマ 内容
第１回 オリエンテーション 教員免許を取得する心構え教職実践演習の履修の仕方
第２回 板書指導美しい文字 美しい板書の書き方①
第３回 板書指導美しい文字 美しい板書の書き方②
第４回 授業づくり 小グループでの指導案の作成教材研究
第５～ 8回
（集中講義） 授業研究会
模擬授業（道徳）
模擬授業（教科）
模擬授業（特別活動）
卒業生現職教員との質疑応答
第９～１３回 学校現場調査・研究 研究発表会等への参加（各自2回参加）
第１４回 学びのまとめ① 教職課程での学びの振り返り（グループワーク）
第１５回 学びのまとめ② 教職課程の振り返りと今後に向けて
【第１回目】オリエンテーション
　オリエンテーションでは，履修カルテを用いこれま
で積み挙げた学びの振り返りを行った．教職実践演習
の参加者は全員教員免許の取得を目指しているが，教
職に就くことがすでに決定した者，教職を希望してい
る者，教職以外の就職が決まっている者，進路が決ま
っていない者や進学を希望する者，民間企業等で経験
を積んだ後に教育職を目指す者やスポーツ指導者等教
育関連業種を目指す者が混在していた．教職実践演習
は教員免許修得のための必修科目の授業ではあるが，
さまざまな参加者を対象に動機付けを行い，意欲を向
上させる中で自主的な活動を促すことが重要である．
よって，教員からこれまでの学びの振り返りを行い，
教員免許を取得するための動機づけを行った上で，教
育実習時に得た自己課題を確認させ，今後の自己課題
への取り組むに向けてイメージを持たせた．また，教
育実習演習の具体的スケジュールや課題レポートの提
出等の説明を行い，教職実践演習へのモチベーション
の向上を狙った．
【第２回目・第３回目】板書指導‘美しい文字’
　外部講師を招聘した．講師から文字の成り立ちとそ
の基礎，原理原則，美しい文字，見やすい文字につい
ての説明の後，板書のコツの指導がなされた．美しい
文字，丁寧な文字を書くという姿勢は，相手に対して
思いやりをもって接するということであり，文字や板
書に留まらず，学生自身のコミュニケーションについ
て問いかける時間となった．板書指導においては，実
際に学生に板書をさせた上で，添削を行い，学生自身
が普段気づかない文字の癖について指摘しながら授業
を行った．学生からは「初めて自分の文字についてじ
っくり見直す時間だった」「いかに雑に書いていたか
分かって有意義だった」「教員は文字で気持ちを伝え
ることも多いので大変に役に立った」等の感想が得ら
れた．生徒に見やすい字を書くに留まらず，これまで
間違って覚えた書き順や文字のバランスに自ら気づい
ていく過程が見られた．
【第４回目】授業作り
　次回以降からの「授業研究会」に向け，小グループ
に分け，それぞれのグループごとに授業作りについて
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話し合い，教材研究を行った．教師役は各グループか
ら１名ずつ選出をしたが，授業の流れや指導案につい
ては各グループによる共同活動とし，それぞれのグル
ープに対して教員が指導を行った．小グループでは，
各自が教育実習の査定授業用指導案を持ち寄り，それ
ぞれの工夫について出し合い教材研究を行った．教員
は各グループの指導案と板書計画について助言を行っ
た．
【第５〜８回】集中講義　「授業研究会」
　第５～８回目の４コマ分の授業は「授業研究会」と
称し，土曜日に集中講義として一日かけて行った．模
擬授業の教師役として４年生を，「専門教科」「道徳」「特
別活動」それぞれ４名ずつ12名割り当てた．生徒役
として教職課程の３年生を募った．また模擬授業の指
導役として，本学を卒業した１年目の現職教員を招聘
し，４年生の授業に対する指導を依頼した．つまり，
生徒役に３年生，教師役に４年生，教師の指導役の卒
業生現役教員と３学年が集って授業研究を行ったこと
になる．卒業生現役教員は，それぞれの授業後に授業
に対するアドバイスや模擬指導を行った．そして一日
の最後に交流会として，現職教員から現場での経験に
ついての発表し，在校生と質疑応答をする時間を設け
た．学生からは「現場で困る事はどういうことか」「在
学中に身に付けておいた方が良かったと思ったことは
何か」など様々な質問が出された．そして一日を通し
て，「様々な授業を受け，さらにそれを現職の教員の
指導をしてもらうことで現場でどうしたら良いのか勉
強になった」「現職教員から現場の話しを聞けたこと
で現場をよりイメージできるようになった」「普段中々
模擬授業を見る機会のない道徳や特別活動の模擬授業
を受ける事で教材研究の幅が広がった」などの感想が
出された．教員を志望する異学年の学生が一同に集い，
集中的に授業研究する事で教職を志望する学生として
の士気の高まりや集団として高め合う雰囲気の醸成が
感じられた．
【第９〜１３回】学校現場調査・研究
　第９～ 13回では学校現場調査・研究を行った．学
生には自主的に各小中学校の公開授業研究会や講演会
に２回出席するよう求めた．この授業は，学生の自主
的なモチベーションを大切にしながら，実際の教育現
場での様々な授業を参観することで実際的な知識の習
得を狙ったものである．事前に該当時期に開催される
小・中学校の公開授業研究会や教育大学附属校の研究
発表会，特別支援関連のセミナーや講演会をリストア
ップし学生に配布した．学生はリストの中から参加を
希望する発表会や講演会を選択し，それぞれ小グルー
プに分かれて参加した．またリストにない地元の自治
体等の研究発表会等への参加を希望した場合には，事
前に教員に申し出ることにより参加を認めた．参加手
続きは教員に相談しながら，すべて学生が自主的に行
い，授業研究会に参加した後にレポートと資料の提出
を求めた．多様な公開授業研究会や講演会に積極的に
参加することで現場の雰囲気を肌で感じることができ，
学生からは「現場の授業を見学し，教員が学習意欲を
高めるために様々な声かけや教材の工夫をしているこ
とが分かり大変に感動した．」「教室の掲示や廊下や階
段の学校内に設置された教材を見て，学校が一丸とな
って児童生徒に働きかけている事が理解できた．」「自
分が現場に出た時のイメージが沸き，より一層教員に
なりたくなった．」などの感想が見られた．
【第１４・１５回】教職課程の学びのまとめ（グルー
プワーク）
　第14回目では履修カルテを用い，これまでの教職
課程での学びをそれぞれ振り返った．進路ごとに５～
６名のグループを形成し，グループワークの手法を用
いながらそれぞれ振り返るという手法をとった．履修
カルテを参考に自分自身の過去・現在・未来をグラフ
に示すライフヒストリーグラフ（山田，2004）を作
成し，その後グループで共有した．ライフヒストリー
グラフを用いる事で，改めで自分の学びを自分の人生
の中に組み込み，将来を展望する様子が見られた．そ
の後，グループごとに教職課程での学びを話し合い，
グループの意見としてまとめた．15回目では，それ
ぞれのグループでの話し合いの結果を全体の場で共有
した．グループごとに教壇に立ち，それぞれの進路と
決意を述べた．なお，14回目，15回目は当日の進行
も企画も学生が行い，学生主体で相互に学びを確認し
あうという雰囲気を形成した．「自分が昔から教員に
なりたかったことを改めて思い出した」「教職には就
かないけれど，自分が勉強したことは今の自分につな
がっていると感じた」等の肯定的な感想が得られた．
最後に，教職課程で学んだ事として「指導法や知識だ
けでなく，命の大切さ」「話す力，聞く力，書く力，
素直な心」「時間の大切さ」「社会人としてのマナー」「チ
ャレンジすること」「人を愛する事」「我慢すること」
など様々な意見が披露された．出席者全員で教員免許
を取得するという意識が前面に出され，お互いを労い
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合う様子が見られた．
　
４）評価
　「教職実践演習」の評価は，各授業後にとったミニ
アンケートおよび学校現場調査・研究後のレポート課
題および授業研究会におけるパフォーマンスを複数教
員で評価を行った．模擬授業で教師役を行った学生は
加点措置を行った．
Ⅳ　成果と課題
　本学では学是を背景に，学生の自律性を重んじた教
職課程運営を行ってきた．即ち，自ら立てた規範に従
って，自己の判断と責任の下に行動できる教員の育成
を目指している．それを受け新たに開講した「教職実
践演習」においても，受講生の自己省察から課題を導
きだしその課題を解決する場として設定した．また，
教員は生涯を通して自律的な資質・能力の向上に向け
た取り組みを継続する必要があるという教職観の育成
を心がけた．本学では初めてとなる実践であったが，
学是を踏まえた本学の目指す教職観育成のため，受講
生が自己の志向を見直し能動的に学ぶという意味では
一定の成果が挙げられたと考えられる．本学の取り組
みの特徴は以下２点にまとめられる．１点目は，全
15コマの一部コマを集中講義として割り当て，模擬
授業を集中的に行ったことである．具体的には，第５
～８回目の４コマ分の授業は「授業研究会」と称し，
土曜日に集中講義として一日かけて行った．一日かけ
て様々な授業を集中的に参観し，その上即自的に現場
教員の意見を聞くという体験により，様々なタイプの
教師と授業内容に触れることができ，精度の高い知識
の習得が可能となった．また，教育実習を控えた３年
生，教育実習を終え卒業を間近に控えた４年生，卒業
した現職教員という異学年がともに授業研究を行うこ
とで，それぞれが学びあうタテの関係が形成できたと
いう点も大きい．特に在学生にとっては卒業生教員の
活動を聞き，さらに模擬指導を参観することで将来の
教員としてのイメージがより鮮明になったと考えられ
る．
　２点目に，実際の教育現場での研究発表会を学生自
身が選択し，自ら動き，参加を行ったことがあげられ
る．教員は見学先のリストアップと実習助言をそれぞ
れのグループごとに行ったが，基本的に学生が自主的
に見学先を決め，手配を行った．自分と同じ教科の研
究授業に参加する学生も多かったが，一方で異教科の
研究授業や免許種ではない小学校の研究授業を積極的
に参観する者も多かった．普段接することの少ない教
科の授業をじっくり1日かけて参観することで，多様
な視点からの発見があり新鮮な学びにつながったよう
である．また，就職を希望する自治体の研究発表会や
講演会に参加する学生も多かった．このことから学生
が将来の教員としての自分を十分に想定しながら現場
研究を行ったことが察せられた．
　一方で，次年度に検討すべき課題も様々残されてい
る．まず１点目は履修カルテの活用である．今回の教
職実践演習では履修カルテを第１回目および第14・
15回目に使用した．学生の学びの振り返りのために
配布し，履修カルテを見ながら自己分析を促した．し
かし，多くの学生が履修カルテを‘書かされる’もの
として捉え，１年次からの記録についても，成績表を
転記しているにすぎない学生も多かった．そのような
場合，卒業前の振り返りとして履修カルテを活用した
としても気づきも得られにくく，視点の深まりも期待
できない．学生に能動的に自己を振り返る作業や自己
分析をさせる媒体にしていくには，その内容と使用法
に工夫が必要である．
　２点目として内容や時期，履修に対する弾力性の向
上が挙げられる．「教職実践演習」は教育実習を終え
た4年生の後期に開講することが求められている．多
くの学生が卒業に必要な単位をほとんど取り終え，卒
業論文や就職活動に集中することを希望する時期であ
る．実際に卒業論文作成のためのデータ収集や就職面
接，就職内定先の研修などの理由で欠席を余儀なくさ
れる学生も多かった．内定先によっては１月以降の多
くの日程を研修として勤務を求めているところもあり，
複数回連続して欠席せざるを得ない学生もいた．本実
践においては欠席時にはレポート課題の提出を求める
ことで補完した．多様な学生の状況の学びを保障する
柔軟なプログラムの準備が必要である．
　３点目として，教育委員会との連携が不十分であっ
たことが挙げられる．授業研究会には卒業生の教員を
招聘した．在学生は卒業生という気安さからか様々な
率直な質問を行い，卒業生教員も自身の内面の葛藤や
動揺も含めた様々なエピソードや事柄を報告した．卒
業生教員を招聘する事で得られることは大きいが，一
方で地域の教育委員会との連絡・連携により地域の取
り組みや状況を踏まえた取り組みに触れる機会も必要
であろう．学校現場や教育委員会との緊密な連携協力
体制の構築については今後の課題である．教員養成課
程においては，教員養成のカリキュラムの検討だけで
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なく，教員を目指す学生の資質能力を高めていくこと
が重要である．そのためには，上記課題を充分に踏ま
え，精査した上で学生一人一人を丁寧にサポート，指
導する体制の検討が必要である．この点は次年度の課
題としたい．
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